
平成２２年度帯広畜産大学 

「ウシ受胎率改善を目指した技術レベル向上のための牛人工授精師技術研修」 

募集要項 

 

国立大学法人帯広畜産大学では、牛人工授精師技術研修の公開講座を開催します。受講を希望

される方は、別紙申込書にご記入の上、お送りください。 

 

目 的：人工授精技術を中心に、それに関連する牛の繁殖生理および牛の健康衛生管理について、

体系的に学習し、人工授精師の資質向上を図ります。 

 

方 法：人工授精業務経験 1 年以上で、直腸検査および人工授精をひととおり行える人工授精師

を対象とし、連続する 3 日間の短期集中プログラムとして、講義（繁殖生理、人工授精

に関する基礎知識、育種や飼養管理に関する基本情報）と実技実習（発情診断、直腸検

査、人工授精など）を連携させながら研修を実施します。 

 

期 間：平成22年12月1日(水)～12月3日(金) 9:00～17:00 

 

場 所： 帯広畜産大学畜産フィールド科学センター 

 

募集人数：人工授精業務経験1年以上を有する牛人工授精師（20名程度） 

 

研修内容 

日程 研修内容 

１日目 牛雌雄の繁殖生理（講義） 

雌の生殖器解剖（実習） 

雌の生殖器検査（実習、３日間とも実施） 

２日目 人工授精に関する基礎知識：発情診断、精液取り扱いなど（講義） 

育種に関する基礎知識（講義） 

飼養管理に関する基礎知識（講義、３日目にも実施） 

人工授精技術実習（実習、３日目にも実施） 

３日目 人工授精に関する応用知識：ホルモン処置など（講義） 

繁殖管理データの取り扱い（講義） 

 

受 講 料：25,000円（教材費を含む） 

 

問い合わせ先 ○研修内容に関すること 

帯広畜産大学臨床獣医学研究部門 准教授 松井基純 

Tel：0155-49-5382  Fax：0155-49-5384  メール：mmatsui @ obihiro.ac.jp 

ホームページ：http://www.obihiro.ac.jp/~fcasa/extension.html 

○受付に関すること 

帯広畜産大学地域連携推進センター 高橋 

        Tel：0155-49-5776  Fax：0155-49-5775 メール：syogai@obihiro.ac.jp 

 

申込期限： 平成22年11月12日（金） 

 

その他：ホテルの斡旋はしませんので、各自、市内ホテルをご予約ください。JR帯広駅から毎日、

送迎バスを運行する予定です。詳細は、追って申し込まれた方にご連絡いたします。 



（別紙） 

「牛人工授精師技術研修」受講申込書 （FAXまたは郵送） 

FAX 0155-49-5775    住所 〒080-8555 帯広市稲田町西2線11番地 

国立大学法人帯広畜産大学地域連携推進センター 
 

牛人工授精師技術研修を受講します。 

 

所属：                                    

氏名（ふり仮名）：             （               ） 

人工授精業務経験年数（性別）：         年     （ 男 ・ 女 ） 

連絡先住所：〒                                

電話番号：                                  

メールアドレス：                               

該当欄に○印または数値を記入してください。 

長靴のサイズ  （   cm） 

防護服のサイズ LLL（ ）、LL（ ）、L（ ）、M（ ）、S（ ） 

通学バス    利用する（ ）、利用しない（ ） 

自家用車で来学  する（ ）、しない（ ） 

来学する場合：車種（                  ） 

車番（                  ） 

 

通信欄 

--------------------------------------------------------------------------- 

--------------------------------------------------------------------------- 

--------------------------------------------------------------------------- 

--------------------------------------------------------------------------- 

申込期限 平成22年11月12日（金） 


